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HTR3D; 5-hydroxytryptamine receptor 3D; 5-HT3-D; 5-HT3D; Serotonin receptor 3D
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	この遺伝子がコードするタンパク質は、リガンド依存性イオンチャネル受容体スーパーファミリーに属します。この遺伝子は、神経伝達物質、細胞分裂促進因子、ホルモンとして機能する生体ホルモンである5-ヒドロキシトリプタミン（セロトニン）のタイプ3受容体のサブユニットDをコードしています。このホルモンは、不安、うつ病、片頭痛などの神経精神疾患に関連しています。セロトニン受容体は、活性化後にニューロンで迅速かつ脱分極的な反応を引き起こします。このタイプ3受容体のサブユニットC、D、Eをコードする遺伝子は、3番染色体上にクラスターを形成しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年7月]、機能：これは、神経伝達物質、ホルモン、細胞分裂促進因子として機能する生体ホルモンである5-ヒドロキシトリプタミン（セロトニン）のいくつかの異なる受容体の1つです。この受容体はリガンド依存性イオンチャネルであり、活性化されると迅速な脱分極反応を引き起こします。陽イオン特異的ですが、それ以外は比較的非選択的なイオンチャネルです。,類似性：リガンド依存性イオンチャネル（TC 1.A.9）ファミリーに属します。,細胞内局在：HTR3Aと複合体を形成しない限り、小胞体内に保持されると考えられます。,サブユニット：HTR3Aと5量体複合体を形成し、ホモ量体複合体は機能しません。,組織特異性：肝臓、胎児および成人の大腸、腎臓に発現します。,
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	SR-3Dポリクローナル抗体を用いたHT-29細胞のウェスタンブロット解析

